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路凰＆1話環境づくりを目指して

直長山内武士

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
新

春
を
迎
え
ら
れ
、
思
い
を
新
た
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
支
持
を
賜
り
、
引
き
続
き
市
政

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
か
ら
好

調
を
続
け
る
日
本
経
済
は
、
す
で

に
四
年
を
経
過
し
、
戦
後
二
番
目

の
大
型
景
気
を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
市
も
、
不
況
に
耐
え
て
き
た
繊

維
産
業
が
産
地
再
生
に
向
け
て
新

た
な
展
開
を
兄
せ
て
い
る
ほ
か
、

電
気
機
械
器
具
産
業
も
好
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

就
任
一
期
‐
は
、
各
分
野
の
調

査
、
研
究
に
努
め
、
そ
れ
に
基
づ

s
i
。
政
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想
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狸
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課
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と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
環
境
衛
生
施
設
の
整

備
を
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
尿
処
理
場
の
老

朽
化
や
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
対

応
が
急
務
で
あ
り
、
ド
水
道
終
末

処
理
場
と
の
整
合
性
を
図
り
ま
文

　

豊
か
な
自
然
資
源
を
も
つ
当
市

に
と
っ
て
、
国
の
承
認
を
受
け
た

奥
越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
構
想
実
現
は
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
大
事
業

で
す
。
民
間
企
業
の
活
力
導
入
を

図
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
事

業
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

は
、
東
海
、
関
東
地
方
と
本
県
を

結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
、
極
め
て
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
大
野
－
和
泉
間
の
基
本
計
画

の
早
期
決
定
に
全
力
を
挙
げ
ま
文

　

ま
た
、
最
大
限
の
取
り
組
み
を

し
て
き
ま
し
た
済
生
会
病
院
の
誘

致
は
、
財
政
難
な
ど
の
理
由
で
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
市
民
の
悲
願
達
成
に
向

け
て
、
現
在
も
県
や
関
係
機
関
に

対
し
、
信
頼
で
き
る
公
的
医
療
機

関
の
誘
致
を
働
き
か
け
て
い
ま
文

　

こ
の
他
に
も
、
重
要
な
課
題
が

原
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
も
令

精
力
を
傾
注
し
て
前
進
し
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

…
…
。
い
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様

『
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

9
ん
官
り
9
？
9
釦
ぶ
）

　

年
頭
に
当
た
り
、
昨
年
活
躍
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
、
新
年
を
迎
え
て
の
目
標
を

語
っ
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
。

甲
子
園
1
回
戦
突
破
を
目
標
に

大高野球部監督

山田栄司‰

　

（30歳…五条方）

　

昨
年
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
気
が
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
声
援
で
初
の
甲
子
㈲
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

チ
ー
ム
作
り
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

小
・
中
学
か
ら
育
っ
た
選
手
だ
け

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
最
高
で
す
。

課
題
を
い
兄
服
し
、
甲
．
L
園
一
勝
を

目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実

聖和喇1ミ任生活指導員

岩崎順り

　

（33歳・糸魚町）

　

現
在
の
か
録
行
二
回
ニ
ト
人
工

一
日
平
均
十
五
人
が
利
用
し
て
お

ら
れ
満
‥
只
御
札
の
状
態
で
す
利

用
者
の
楽
し
み
は
、
話
し
相
f
に

な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
と

お
風
以
‥
に
入
る
こ
と
で
す
、
ス
タ

ヴ
フ
四
人
が
て
ん
て
こ
ま
い
の
毎

日
で
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
人
が

利
用
で
き
る
よ
う
設
備
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

街
角
に
文
化
の
香
り
を

BOXギャラリーを作る会

堀栄治り

　

（66歳・清和町）

　

市
民
が
芸
術
に
じ
か
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
巾
内
の
電
話
ボ
ヴ

ク
ス
に
「
虹
の
芸
術
家
」
と
し
て

有
名
な
靉
嘔
の
作
品
や
幼
児
の
絵

を
飾
り
ま
し
た
。
教
職
時
代
に
、

．
L
供
の
心
を
養
う
美
術
教
育
の
重

要
性
を
痛
感
、
今
後
も
で
き
る
限

り
、
’
L
供
た
ち
に
絵
の
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
3
秒
の
壁
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

開成中陸土部

柴田麻紀子り

　

リ3歳・芥日3）

　

昨
年
は
、
陸
卜
の
北
信
越
大
会

や
県
人
会
に
出
場
で
き
、
．
自
イ
で
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民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
巾
政
の
推

進
の
た
め
に
議
員
。
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
第
～
次
人
野
市
総
合

計
画
基
本
構
想
を
承
認
し
、
今
後

こ
れ
に
基
づ
き
、
長
期
的
な
展
望

に
1
貳
っ
た
基
本
計
画
、
実
施
計
画

が
策
定
さ
れ
る
運
び
で
す
。

　

ま
た
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
整
備

収
業
も
本
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
の

r
定
で
あ
り
ま
し
て
、
メ
ー
ン
の

体
育
館
を
始
め
武
道
館
や
り
道
場

な
ど
多
機
能
な
体
育
施
設
と
し
て

ト
分
ご
利
川
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、
昨
年

永
f
与
、
人
野
間
の
延
長
約
ニ
十

く
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
環
境

ア
セ
ス
も
済
ん
で
整
備
計
画
路
線

に
決
定
さ
れ
、
今
年
か
ら
実
質
的

な
調
査
設
計
に
入
る
こ
と
に
な
っ

で
い
ま
す
。
当
市
に
と
っ
て
中
京

八
個
よ
短
距
離
で
結
ぶ
重
要
な
路
線
西

4
ぐ
ま
す
の
で
ヽ
全
線
開
通
の

I
早
期
実
現
を
関
係
機
関
に
強
く
要

・
請
し
て
い
き
ま
す
。

な
下
水
道
整
備
事
業
は
、
生
活
様

弐
の
高
度
化
、
多
様
化
が
進
む
に

。
と
も
な
い
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

い
な
い
重
要
な
事
業
で
す
。
事
業
の

推
進
に
は
、
特
に
、
地
ド
水
へ
の

顧
響
を
考
慮
し
て
取
り
組
ま
な
け

友
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

I
I
’
ｔ
ゝ
9
こ
の
ほ
か
、
胆
ソ
ー
ト
開
発
、
ｙ

1
0
前
道
建
設
、
雇
用
対
策
、
病
院

問
題
な
ど
重
要
な
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
済
生
会

大
野
病
院
の
建
設
が
白
紙
に
戻
っ

た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
り
、
議

会
と
し
て
の
責
任
か
ら
も
今
後
執

行
機
関
と
協
力
し
、
精
力
的
に
推

進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
解
決
す
べ
き

難
し
い
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

議
会
と
し
て
も
国
・
県
に
強
く
働

き
か
け
る
と
と
も
に
。
議
決
機
関

と
し
て
の
機
能
を
ト
分
発
揮
し
、

市
民
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
議
員

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
り
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成
三
年
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

一
位
に
な
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
児
生
や
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
今
年
は
ち
っ
と

練
習
し
て
、
ト
三
秒
の
壁
を
突
破

し
、
自
己
ベ
7
ト
仝
ま
人
き
く
史
新

で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す

今
年
も
天
野
の
情
愛
i

画家

青木由紀夫‰

　

（44歳・春日3）

　

昨
年
は
、
日
展
で
連
続
四
回
の

入
選
を
果
た
し
、
た
く
さ
ん
の
人

か
ら
祝
福
し
て
頂
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
私
の
モ
チ
ー
フ
は
「
生

き
物
の
情
愛
」
を
猿
で
描
い
て
い

ま
す
。
今
年
も
展
覧
会
や
渡
仏
な

ど
多
忙
の
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
、

大
野
の
情
愛
を
描
き
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
、

水
泳
は
体
力
の
続
く
限
り

県水泳連盟理事

西沢範子‰

　

に38歳．明倫町）

　

中
学
か
ら
本
格
的
に
始
め
た
水

泳
は
、
今
も
現
役
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
県
体
で
も
丘
十
口

バ
タ
フ
ラ
イ
で
連
続
優
勝
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
r
供
た

ち
に
水
泳
を
教
え
る
の
も
楽
し
み

で
す
が
、
今
年
も
自
分
と
の
戦
い

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
体
力
の
続
く

限
り
が
ん
ば
る
覚
悟
で
す
、

父
を
乗
り
越
え
た
い

海外青年協力隊

水上浩一郎‰

　

（23歳・几町）

　

ペ
ル
ー
ヘ
き
て
あ
っ
と
い
う
ま

に
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
監
督
と
学
校
で
の
指
導

で
顔
は
真
っ
黒
に
日
焼
け
。
来
年

の
全
米
大
会
を
め
ざ
し
、
選
手
が

練
習
の
合
間
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
購
入
。
父
が
ア
ジ

ア
大
会
三
位
な
ら
、
何
と
か
そ
の

上
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

菊
の
全
国
大
会
を
目
指
す

菊友会指導員

山口静‰

　

（44歳・天神町）

　

趣
味
で
始
め
た
菊
づ
く
り
は
、

今
年
で
七
年
目
。
先
輩
の
ご
指
導

の
お
か
け
で
、
昨
年
は
北
陸
三
県

菊
花
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
肥
培

管
理
に
精
魂
を
傾
け
、
秋
に
大
輪

を
付
け
た
と
き
は
感
無
量
で
す
。

今
年
は
仲
間
を
増
や
し
、
技
術
を

競
い
、
武
生
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
う
ち
、
大
野
市
中
津
川
～
永
平
寺
諏

訪
間
の
間
二
十
二
●
四
。
・
が
、
昨
年
十
一
月
、
国
の
整
備
計
画

区
間
に
格
上
げ
さ
れ
、
い
よ
い
よ
今
年
か
ら
測
量
が
始
ま
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
道
路
は
、
長
野
県
松
本
市
と
福
井
市
を
結
ぶ

延
長
百
六
十
。
・
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、
完
成
す
れ
ば
、
東
京

へ
四
時
間
余
り
と
な
り
、
関
東
も
日
帰
り
圏
と
な
り
ま
す
。

・
大
野
～
永
平
寺
間

　

今
年
か
ら
測
量
へ

　

福
井
市
と
長
野
県
松
本
市
を
結

ぶ
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
う
ち
、

大
野
市
中
津
川
～
永
平
寺
町
諏
訪

間
の
間
（
永
平
寺
大
野
道
路
）
二

十
二
●
四
い
が
基
本
計
画
区
間
か

ら
整
備
計
画
区
間
に
格
上
げ
さ
れ
、

永
平
寺
諏
訪
間
～
福
井
北
イ
ン
タ

ー
間
四
j
は
、
基
本
計
画
区
間
に

組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
、
昨
年

十
一
月
一
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
永
平
寺
大
野
道
路

は
、
平
成
三
年
度
か
ら
測
量
や
設

計
が
始
ま
り
、
そ
の
後
用
地
買
収

着
工
へ
と
進
む
計
画
で
す
。
完
成

ま
で
に
は
十
年
く
ら
い
か
か
る
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

永
平
寺
諏
訪
間
～
福
井
北
イ
ン

タ
ー
間
は
、
建
設
省
と
県
が
、
今

後
環
境
影
響
調
査
や
都
市
計
画
決

定
を
行
い
、
整
備
計
画
区
間
昇
格

へ
の
諸
準
備
を
進
め
ま
す
。

・
完
成
後
は
大
野
が

　

福
井
県
の
入
口
に

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
完
成
す

れ
ば
、
大
野
市
か
ら
名
古
屋
ま
で

中
部
縦
貫
道
の
ル
ー
ト
と
な
る

中
津
川
か
ら
太
田
、
小
矢
戸
方
面

時間短縮の効果図

●
中
部
縦
貫
自
動
車
道
と
は

　

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
で

提
案
さ
れ
た
、
高
規
格
幹
線
道
路

網
の
一
部
と
な
る
自
動
車
専
用
道

路
で
、
長
野
県
松
本
市
を
起
点
と

し
て
、
岐
阜
県
高
山
市
・
白
鳥
町
、

福
井
県
勝
山
市
を
経
て
福
井
市
に

至
る
延
長
約
百
六
十
い
、
四
車
線

の
主
要
幹
線
道
路
。
中
央
自
動
車

道
長
野
線
、
東
海
北
陸
自
動
車

道
、
北
陸
自
動
車
道
と
相
互
に
連

絡
し
、
完
成
後
は
、
福
井
～
東
京

間
は
約
五
時
間
で
結
ば
れ
る
。

●
着
工
・
完
成
ま
で
の
手
順

　

ま
ず
「
基
本
計
画
策
定
区
間
」
に

組
み
入
れ
ら
れ
る
と
、
建
設
省
が

ル
ー
ト
を
決
め
、
そ
の
通
過
地
点

の
大
気
、
騒
音
、
動
植
物
な
ど
に

つ
い
て
の
環
境
影
響
調
査
を
実
施

す
る
。
調
査
結
果
を
公
表
し
、
沿

線
住
民
に
説
明
、
市
町
村
長
な
ど

の
同
意
が
得
ら
れ
る
と
、
「
整
備
計

画
策
定
区
間
」
に
格
上
げ
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
測
量
、
設
計
、
用
地

買
収
へ
と
進
む
が
、
測
量
。
設
計

に
三
年
、
用
地
買
収
に
二
年
、
工

事
に
五
年
の
合
計
十
年
は
か
か
る

と
兄
ら
れ
て
い
る
。

　

県
内
ル
ー
ト
約
七
十
い
の
う
ち

大
野
～
和
泉
間
約
三
十
＊
a
’
－
P
未
指

定
区
間
と
な
っ
て
お
り
、
基
本
計

画
区
間
へ
の
早
期
組
み
入
れ
が
待

た
れ
て
い
る
。



・・・建設中の油坂3号橋（延長38〔

　

な〕。眼下に白鳥の街を見下ろ

　

す。油坂峠道路8，200なには，

　

4つのトンネル（延長合計約

　

4，420a）と9つの橋（延長合

　

計1，990な）が計画されており，

　

その延長合計は約6，410な，全

　

体の78％がトンネルと橋とい

　

う難工事区間。

は
一
時
間
二
十
五
分
、
東
京
へ
は

四
時
間
二
十
五
分
と
な
り
、
二
時

間
余
り
も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
大
野
市
は
県
都
福
井
市

か
ら
一
時
間
の
位
置
に
あ
り
ま
す

が
、
完
成
後
は
、
逆
に
中
京
・
関

東
方
面
か
ら
の
福
井
県
へ
の
入
口

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
越
リ
ゾ

ー
ト
開
発
に
と
っ
て
も
、
こ
の
道

路
の
開
通
は
最
も
重
要
で
す
。

・
油
坂
周
辺
は
エ
事
進
む

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
う
ち
最

も
早
く
、
整
備
計
画
区
間
に
組
み

入
れ
ら
れ
、
建
設
工
事
が
進
ん
で

い
る
の
が
、
福
井
・
岐
阜
県
境
の

油
坂
峠
付
近
で
す
。

油
坂
第
一
ト
ン
ネ
ル

（
千
七
十
六
じ
）
や
油

坂
一
号
橋
（
百
六
八
）

は
、
す
で
に
完
成
し

自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
供
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
油
坂
第
二
ト

ン
ネ
ル
（
九
百
‐
）
や

油
坂
三
号
橋
（
三
百

八
十
じ
）
は
、
現
在
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

…
大
野
～
和
泉

　

間
を
早
く
計

　

画
区
間
に

　

県
内
ル
ー
ト
約
七

十
j
の
う
ち
基
本
計

画
区
間
に
も
整
備
計

画
区
間
に
も
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
な
い
の

は
、
大
野
市
中
津
川

～
和
泉
村
間
の
約
三

十
j
で
す
。
県
や
市

で
は
、
早
期
に
基
本

計
画
区
間
に
組
み
入

れ
て
も
ら
う
よ
う
国

へ
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

　

全
線
開
通
ま
で
に
は
、
ま
だ
相

当
の
期
間
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
完
成
の
暁
に
は
、
東
京
ま
で

日
帰
り
の
ド
ラ
イ
ブ
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

中部縦貫自動車道概要図

期
待
と
緊
要
課
題

大野商工会議所

会頭

宇野治－さん

　

活
発
な
経
済
交
流
が
可
能
に
な

る
の
で
す
か
ら
、
全
線
の
早
期
開

通
が
我
々
の
悲
願
で
す
。

　

そ
し
て
、
①
大
野
～
和
泉
区
間

ル
ー
ト
の
早
期
決
定
2
荒
島
ト
ン

ネ
ル
案
の
実
現
③
道
路
網
の
機
能

が
高
ま
る
市
内
イ
ン
タ
ー
2
ヵ
所

の
建
設
④
全
線
を
で
き
る
だ
け
4

車
線
施
工
で
実
施
、
な
ど
が
最
緊

要
課
題
と
い
え
ま
す
ね
。

地
権
者
や
地
元
民
の
意
向

十
分
に
配
慮
し
た
計
画
を

下庄地区区長会

会長

長谷川久さん

　

立
派
な
道
路
が
で
さ
る
こ
と
は

大
変
あ
り
か
た
い
こ
と
で
す
。
た

だ
、
土
地
改
良
が
す
ん
だ
田
ん
ぼ

を
斜
め
に
横
切
る
た
め
、
変
形
田

が
永
久
に
残
り
ま
す
。
地
権
者
へ

の
配
慮
を
十
分
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
騒
音
な
ど
環

境
へ
の
影
響
は
問
題
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
地
元
民
に
と
っ
て
は

こ
れ
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。
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昨

市
民
代
表
百
人
が
古
河
市
を
訪
間

　

十
一
月
二
十
日
、
古
河
市
で
の
姉
妹
都
市
盟
約
調
印
式
に
、

大
野
市
民
の
代
表
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
野
市
で
の
調

印
式
は
、
四
月
二
十
二
日
に
古
河
市
民
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
古
河
市
の
市
制
四
十
周
年
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
行
は
片
道
十
時
間
の
長
旅
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
調
印
式
や
記
念
植
樹
、
交
歓
会
な
ど
で
古

河
市
民
と
の
友
好
を
誓
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ム古河市民の歓迎を受ける一行

ト
古
河
市
役
所

▲盟約書を交換する両市長

ト
周
囲
の
景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
公
衆

ト
イ
レ
と
電
話
ボ
ッ
ク
ス

４
コ
ブ
シ
と
ケ
ヤ
キ
を
記
念
植
樹

秀
難
拙
作
絲
揚
地
衷
選
挙
の
童

ご
存
じ
で
す
よ
ね

改
正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
内
容

　

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
を
確
保

す
る
た
め
に
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

二
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
統
一

地
方
選
挙
の
年
で
す
。
今
一
度
改
正
さ
れ
た
内
容
を
踏
ま

え
明
る
い
選
挙
の
実
現
に
努
め
ま
し
よ
う
。

『
政
治
家
は
、
1
い
か
な
る
名
義
で
あ
づ

』
て
も
1
付
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
折

に
対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、

次
の
場
〈
日
4
・
除
き
す
べ
て
問
則
の

対
象
と
な
り
ま
す

①
政
治
家
本
八
が
自
ら
出
席
す
る

結
婚
披
露
宴
の
睨
儀

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る

俳
式
や
通
夜
の
瓦
‐
典

　

①
②
で
あ
っ
て
も
選
挙
に
関
し

て
な
さ
れ
た
場
八
‥
や
、
通
常
一
般

の
社
交
の
に
度
を
超
え
る
場
〈
‥
は

処
罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
以
外
の

折
が
政
治
家
－
＞
c
義
の
寄
付
仝
し
て

も
処
罰
の
対
家
と
な
り
ま
す

　

た
だ
し
、
政
党
や
親
W
に
対
す

る
も
の
、
政
治
教
育
渠
会
に
関
し

必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補
償

一
食
収
や
食
事
料
の
提
供
は
禁
止
）

は
除
外
さ
れ
ま
す
．

「
有
権
者
が
、
政
治
家
を
威
迫
J
＞
j
3
o
g
れ
t
o

」
目
的
で
寄
付
を
求
め
る
と
処
罰
4
れ
ま
す

　

政
治
家
に
対
し
、
寄
付
を
出
す

よ
う
に
勧
誘
や
要
求
ｔ
る
こ
と
は

i
t
－
示
止
さ
れ
て
い
ま
す
政
冶
家
を

威
迫
（
人
に
不
安
の
念
を
抱
か
せ

る
行
為
）
し
て
、
あ
る
い
は
当
選

ま
た
は
岐
選
挙
権
を
哭
わ
せ
る
目

的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
、
政
治
家
名
義
の
寄
付

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
威

迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
、



ト
調
印
を
見
守
る
両
市
民

▲土井家のぼだい寺、正定寺

和
や
か
に
交
歓
す
る
両
市
の
市
民
代
表

4
。
土
井
家
の
墓
所
を
参
拝

ト
河
川
敷
の
ゴ
ル
フ
場
見
栄

ト
鷹
見
泉
石
記
念
館

哺
古
河
市
が
誇
る
歴
史
博
物
館

頑

港
l
謀
肩
年
賀
状
驀
の
為
い
ざ
づ
栽

i
出
M
b
M
i
か
禁
3
i
f
l
れ
て
い
ま
す
k

　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
の
人
に

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
な

ど
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な

ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

印
刷
し
た
あ
い
さ
つ
状
に
候
補

者
が
署
名
し
た
も
の
は
自
筆
の
あ

い
さ
つ
状
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

祝
電
や
弔
電
は
あ
い
さ
つ
状
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

r
I
k
F

X
『

政
治
家
や
後
援
会
が
肩
有
料
の
あ
い
一

に
さ
つ
ぼ
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す

　

政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
選
挙

区
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
を
目
的
と

し
て
、
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
ー

ラ
ジ
オ
な
ど
で
有
料
の
広
告
を
出

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

政
治
家
や
後
援
団
体
に
、
あ
い

さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

貿

鴎
琵
N
P
″
一
一
E
a

　

後
援
団
体
が
、
花
輪
・
供
花
・

香
典
・
祝
儀
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
を
出
し
た
り
。
後
援
団
体

の
設
立
目
的
に
よ
る
行
事
や
事
業

に
関
す
る
寄
付
以
外
の
寄
付
を
す

る
と
、
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。
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平成3年度各種健康診査の申し込み

低
い
受
診
率

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

調
査
表
は
1
月
？
4
日
ま
で
に

　

市
は
、
平
成
元
年
か
ら
四
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
調

査
表
に
基
づ
く
各
種
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
診
査
は

一
般
成
人
病
と
各
種
が
ん
検
診
が
あ
り
、
定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
て
い
な
い
人
に
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
受
診

対
象
者
の
四
割
し
か
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
健
康
生
活
を
営
む
た

め
に
は
、
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

調
査
表
が
申
込
書
で
す

　

平
成
三
年
度
に
実
施
さ
れ
る
各

種
健
康
診
査
の
調
査
表
は
、
「
広
報

お
お
の
」
新
年
号
と
い
っ
し
ょ
に

該
当
す
る
各
世
帯
に
配
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
表
に
「
う
け
る
」

と
〇
印
を
つ
け
た
人
に
は
、
今
年

五
月
か
ら
実
施
予
定
の
各
種
健
康

診
査
の
案
内
状
が
発
送
さ
れ
ま
丈

　

受
診
を
希
望
す
る
項
目
に
〇
印

を
つ
け
て
、
区
長
さ
ん
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
診
率
は
約
4
0
％

　

平
成
二
年
度
の
各
種
健
康
診
査

の
受
診
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す

　

四
十
歳
以
上
の
市
民
で
、
事
業

所
な
ど
で
健
康
診
断
を
し
て
い
る

人
、
治
療
中
や
ド
ッ
ク
な
ど
に
入

る
人
を
除
く
九
千
百
六
十
八
人
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
内
、
調
査
表
の
「
う
け
る
」

に
〇
印
を
つ
け
た
人
は
、
一
般
健

康
診
査
で
五
千
九
百
六
十
五
人
（
六

五
・
一
％
）
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

実
際
に
受
診
し
た
人
は
、
三
千
六

百
二
十
一
人
で
、
申
し
込
み
を
し

た
人
の
六
〇
・
七
％
と
な
り
、
対
象

人
数
か
ら
み
る
と
三
九
・
五
％
に

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
各
種
が
ん

検
診
に
つ
い
て
も
低
い
受
診
率
と

な
っ
て
お
り
、
残
念
な
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
グ
ラ
フ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

「
あ
の
と
き
に
受
診
し
て
お
け

ば
こ
ん
な
こ
と
に
・
・
・
」
と
い

う
こ
と
ば
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。

健
康
な
生
活
を
営
む
た
め
に
も
、

定
期
的
な
健
康
診
査
は
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
大
切
な
手
段
で
す
。
ぜ
ひ
今
年

も
市
の
健
康
診
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

調
査
表
記
入
上
の
注
意

①
健
康
診
査
を
受
け
な
く
て
も
調

　

査
表
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
三
十
歳
以
上
の
人
で
子
宮
が
ん

　

・
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
い
人

　

は
、
名
前
を
余
白
に
記
入
し
て

　

く
だ
さ
い
。

③
現
在
、
治
療
中
の
人
で
も
が
ん

　

検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

　

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
は
肺

　

が
ん
検
診
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

調
査
表
や
健
康
診
査
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
保
健
推
進

員
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

平成2年度各種健康診査受診状況

皆ざんの健康づくりを後押しします・保健センター（S65－7333）
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生活設計
一年の始めに、家族全員でー

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ

ー
は
、
新
年
号
か
ら
装
い
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

お
正
月
を
一
家
団
ら
ん
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
機
会
に
今
後
の
生
活
設
計
を
立
て
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
大
き
な
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

な
お
さ
ら
で
す
。
家
族
全
員
に
号
令
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
収
支
を
プ
ラ
ス
に

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
後
の

経
済
生
活
に
関
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
退
職
後
、
再
就
職

す
る
人
は
少
な
く
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
子
供
の
仕
送
り
や
年
金
を
頼

り
に
生
活
し
て
い
る
人
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ゆ
と

り
の
あ
る
生
活
が
送
れ
ま
せ
ん
。

老
後
に
備
え
て
勤
労
収
入
の
あ
る

う
ち
に
、
経
済
的
な
準
備
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
が
豊
か
に
な
り
、
「
教
育
」

や
「
住
宅
」
な
ど
に
か
か
る
経
費

も
増
大
し
て
い
ま
す
。
将
来
へ
の

見
通
し
を
も
っ
た
暮
ら
し
の
計
画

（
生
活
設
計
）
を
立
て
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

生
活
設
計
は
家
族
の
同
意
で

　

生
活
設
計
を
立
て
る
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、
家
を
建
て
る
と

き
に
は
必
ず
設
計
図
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
設
計
図
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
家
が
で
き

る
か
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

わ
が
家
の
暮
ら
し
も
同

様
で
、
生
活
設
計
が
き

ち
ん
と
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
で
大
き
く
違
う

と
思
い
ま
す
。

　

生
活
設
計
で
大
切
な

の
は
、
家
族
一
人
ひ
と

り
が
ぜ
ひ
と
も
実
現
し

た
い
「
目
標
」
を
定
め
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
家

族
で
協
力
し
あ
え
る
体

制
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず

表
の
よ
う
な
フ
ァ
ミ
リ

ー
カ
レ
ン
ダ
ー
（
く
ら

し
の
豆
知
識
よ
り
抜
粋
）

を
作
り
ま
す
。
家
族
の
同
意
が
得

ら
れ
た
ら
、
計
画
に
か
か
る
費
用

を
見
積
も
っ
て
資
金
の
準
備
方
法

を
考
え
ま
す
。
資
金
が
不
足
し
そ

う
な
と
き
は
、
実
現
に
向
け
て
計

画
の
修
正
を
し
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
り
方

　

①
想
定
さ
れ
る
出
来
事
、
②
わ

が
家
の
プ
ラ
ン
、
の
二
つ
に
分

け
、
家
族
で
話
し
合
い
な
が
ら
計

画
を
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
①

は
、
家
族
の
年
齢
の
変
化
、
入
園

入
学
や
卒
業
と
い
っ
た
教
育
の
節

目
や
、
定
年
、
公
的
年
金
の
支
給

開
始
時
期
な
ど
、
予
想
可
能
な
事

柄
を
中
心
に
書
き
ま
す
。
②
は
、

①
を
念
頭
に
お
い
て
計
画
し
ま
す
。

家
族
計
画
や
住
宅
計
画
、
マ
イ
カ

ー
の
買
い
換
え
計
画
、
レ
ジ
ャ
ー

計
画
な
ど
の
ほ
か
、
夫
の
転
職
、

妻
の
再
就
職
な
ど
の
希
望
も
書
き

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

情
勢
が
変
わ
っ
た
ら
見
直
し
を

　

生
活
設
計
は
。
二
十
年
も
三
十

年
も
先
を
考
え
て
立
て
ら
れ
ま
す
。

貨
幣
価
値
や
生
活
水
準
の
変
化
、

公
的
年
金
の
改
正
な
ど
の
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
と
き
は
、
家
族
の

同
意
を
得
て
生
活
設
計
を
見
直
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

ファミリーカレンダー

■この欄は，消費生活に関する市民の方々からの相談内容を基に掲載しています。

゛ご相談は市消費者相談センター（市役所生活環境課内豊66－1111内線463）へ。。，s，
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

おりこうさん（大野幼稚園）

ぐるーぷ登場
ロツ9ハンド

　

ウィリアム

人
気
急
上
昇
／
独
創
的
な
曲
で
ア
ピ
ー
ル

　

県
内
の
数
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
の
な
か
で
、
す
い
］
乍
の
ご
と

く
登
場
し
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
に

　

こ
の
名
を
耳
に
し
た
八
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
十
月

に
、
福
井
テ
レ
ビ
の
深
夜
番
組
で

一
一
週
勝
ち
抜
き
を
演
じ
た
実
力
派

の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
す
。

　

快
く
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
四

人
は
、
以
外
に
さ
っ
ぱ
り
し
た
好

に
同
年
で
し
た
。
ま
ず
は
メ
ン
バ
ー

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

リ
ー
ダ
ー
で
ボ
ー
カ
ル
の
川
中

析
夫
さ
ん
気
一
歳
・
在
日
3
）
、

ギ
タ
ー
の
岡
山
盛
夫
さ
ん
（
屈
歳

・
在
日
3
）
、
ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
は
1

田
健
二
さ
ん
（
2
6
歳
・
有
明
町
）
、

最
後
に
ド
ラ
ム
の
本
多
義
か
へ
さ
ん

　

品
一
歳
・
在
日
2
）
で
す
、

　

四
人
は
、
小
学
校
の
同
級
生
で

遊
び
友
だ
ち
で
し
た
。
中
学
、
鳥

校
で
は
、
別
々
に
一
日
楽
活
動
今
し
、

　

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
」
を
結
成
し
た
の

は
、
昨
年
の
六
月
ご
ろ
で
す
。

　

練
ガ
は
、
週
二
回
で
大
野
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
音
楽
室
を
借

り
て
い
ま
す
。

　

｀
一
｀
j
泰
一
j

　

n
μ
・
竹
曲
も
す
る
田

中
さ
ん
は
「
バ
ン
ド
名
は
、

有
名
人
の
名
前
か
ら
覚
え

や
す
い
も
の
を
選
び
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
四
呵
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
声

援
し
て
く
れ
る
の
で
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
も
で
き
た
ん
で

す
」
と
に
こ
や
か
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
は
三

十
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
市
外

の
人
だ
そ
う
で
す
。

　

今
年
も
新
年
？
々
か
ら

コ
ン
サ
ー
ト
祀
よ
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
」
の
熱
演
ぶ
り
を
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

★
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

・
1
月
3
日
山
四
田
午
後
3
時

　

H
A
L
L
B
E
E
（
福
井
）

…
2
月
1
0
日
向
時
間
未
定

　

ブ
ラ
ッ
ク
＆
ブ
ル
ー
（
金
沢
）

●S

　　　　

ヤングコーナー

　　　

●‘

一
票
の
大
切
さ田中伸恵

（21歳…土布子）

　

私
は
、
こ
の
存
か
ら
福
井
県
明
る

い
選
挙
青
年
推
進
‥
貝
と
し
て
一
年

間
活
動
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得
ま

し
た
。

　

今
ま
で
の
私
は
、
「
選
挙
」
と

い
っ
て
も
あ
ま
り
関
心
も
眼
ハ
昧
も

な
い
別
世
界
の
も
の
で
し
た
。
む

し
ろ
、
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
義
務

の
よ
う
で
、
気
が
重
く
投
票
だ
け

済
ま
せ
て
早
く
開
放
さ
れ
た
い
と

い
う
の
が
本
音
で
し
た
。
投
票
所

の
堅
苦
し
い
雰
囲
気
は
、
若
い
人

な
ら
誰
で
も
苫
手
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
し
て
、
日
曜
日
な
ど
、
天
気
が

良
け
れ
ば
、
選
挙
に
行
く
こ
と
よ

り
、
ど
こ
か
に
遊
び
に
行
き
た
い

と
田
？
つ
で
し
よ
ヽ
つ
。

　

四
月
以
降
、
私
は
何
回
か
研
修

会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
参
加
し
、

選
挙
で
何
を
基
準
に
投
票
す
る
の

か
話
し
八
［
い
ま
し
た
。
よ
く
聞
く

こ
と
で
す
が
、
「
人
が
い
い
と
言

う
か
ら
」
と
か
、
「
な
ん
と
な
く

名
前
が
目
に
付
い
た
か
ら
」
と
か
。

　

「
義
理
で
し
か
た
な
く
」
と
い
っ

た
理
由
で
選
ん
で
い
る
人
が
多
い

こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
自
分
に
置
き
換
え
て

み
る
と
、
確
か
に
そ
う
い
っ
た
理

由
で
選
ん
で
き
た
様
に
も
思
え
ま

す
。

　

こ
う
し
て
、
改
め
て
考
え
て
み

る
と
、
今
ま
で
こ
ん
な
い
い
加
減

な
気
持
で
い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し

く
、
ま
た
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

未
来
を
託
す
大
切
な
代
表
者
を
選

ぶ
と
き
、
自
分
自
身
の
目
で
判
断

で
き
る
重
要
な
機
会
を
逃
し
て
い

た
の
で
す
。
私
の
一
票
が
私
自
身

の
社
会
を
つ
く
る
の
だ
と
考
え
る

と
、
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
た
り
、

い
い
加
減
な
気
持
で
投
票
す
る
こ

と
は
、
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
、
私
に
与
え
ら
れ
た
権
利
を

大
切
に
す
る
と
同
時
に
、
も
し
か

し
た
ら
こ
の
一
票
が
世
の
中
を
変

え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と

い
う
こ
わ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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や
短
歌
の
発
表
の
場
を
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人
野
は
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
て
お

り
、
春
夏
秋
冬
に
織

り
な
す
自
然
界
の
い
と
な
み
も
、

と
て
も
顕
丼
で
す
。
ま
た
、
城
ド

町
と
し
て
の
落
ち
有
い
た
た
た
ず

ま
い
や
占
き
よ
き
習
慣
も
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
人
野
は
、
俳
匈

や
短
歌
な
ど
の
ヶ
へ
化
活
動
を
趣
味

と
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
多
く

の
題
材
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
と
て

も
よ
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
俳
句
の
同
好
会
に
入
っ
て

い
ま
す
が
、
市
内
に
は
い
く
つ
か

の
句
会
や
短
歌
会
が
あ
り
、
そ
の

活
動
は
と
て
も
長
続
き
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
に
は
入
っ
て
い
な

く
て
も
、
一
八
で
楽
し
ん
で
い
ら

れ
る
ぢ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
こ
う
し
た
丈
化
活
動

の
I
を
育
て
、
輪
を
広
げ
る
た
め

に
、
市
民
が
個
人
で
も
参
加
で
き

る
機
会
や
場
所
が
あ
っ
た
ら
と
思

う
の
で
す
。
例
え
ば
、
城
ま
つ
り

三
人
朝
市
ま
つ
り
、
す
す
き
ま
つ

り
な
ど
四
季
の
行
浙
の
と
き
に
投

句
拍
を
設
け
て
優
秀
4
を
発
友
し

た
り
、
淑
民
泊
。
会
、
歌
会
の
開
催

占
の
広
報
紙
に
丈
芸
欄
を
設
け
る

な
ど
で
す
。
巾
の
L
層
部
の
方
も

大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

ご
一
考
を
お
噸
い
し
ま
す
⊇
篠
座

町
・
主
婦
・
6
3
歳
・
匿
兌
‥
希
望
）

A

　

巾
が
ヽ
巳
催
（
具
催
）

し
て
い
る
丈
化
活
動

の
宛
長
の
場
と
し
て

は
、
総
八
‥
文
化
な
や
巾
美
術
展
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
俳
句
や
短
歌
に

つ
い
て
は
、
総
八
‥
文
化
祭
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
昨
乍
も
、
個
八
や

団
体
か
ら
た
く
さ
ん
の
4
品
が
出

品
さ
れ
、
大
野
有
終
会
館
に
展
小

し
て
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
も
公
疹
す
る
戸
定
で
、
よ

り
多
く
の
4
品
が
出
品
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
、
1
句
や
短
歌
・
川

柳
の
同
好
会
に
呼
び
か
け
、
玖
同

の
自
主
的
事
業
と
し
て
、
個
人
参

加
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
発

表
の
機
会
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
川
柳
に
つ
い

て
は
、
毎
年
桜
ま
つ
り
に
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

（
社
会
教
育
課
長
・
松
田
光
男
）

　

新
聞
の
文
芸
欄
な
ど
に
は
、
句

会
や
歌
会
の
優
秀
作
が
定
期
的
に

掲
械
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
紙
で
も

今
後
、
機
会
を
捕
え
て
掲
械
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
総
務
課
長
・
加
藤
健
二

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W恂瞼

ふ
く
い
青
年

林
業
会
議
所

理
事
長
に
選
ば
れ
た

玉
木
忠
義
庁
（
庄
林
・
4
1
歳
）

　

昨
年
ト
ー
月
一
日
、
森
林
や

ま
ぢ
材
に
か
か
か
る
県
内
の
に
‐
年

ぱ
丘
卜
八
が
参
ま
卯
し
て
、
「
ふ
く

い
に
‐
年
休
業
会
議
所
」
の
設
晨

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

席
L
、
初
代
理
事
長
に
丘
木
忠

義
さ
ん
が
遡
ば
れ
ま
し
た
。

　

に
‐
年
休
零
1
議
所
は
、
山
林

所
有
行
、
林
業
従
事
行
、
木
材

。
建
築
業
行
な
ど
な
林
に
か
か

わ
る
人
々
が
、
川
L
か
ら
川
ド

ま
で
I
氷
ま
に
染
ま
っ
て
、
森
林

を
屁
廃
か
ら
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

」
ま
爪
ま
さ
ん
兄
弟
は
、
製
材
所

を
備
え
た
建
設
会
社
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
兄
さ
ん
が
社
長
、

Ｋ
木
さ
ん
が
専
務
、
弟
さ
ん
が

部
長
で
す
。
お
父
さ
ん
や
お
じ

い
さ
ん
も
宙
‥
人
に
だ
っ
た
そ
う

で
す
か
ら
、
三
代
そ
ろ
っ
て
建

築
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け

で
す
。

　

K
木
さ
ん
は
「
端
的
に
I
d
つ

て
現
代
の
林
業
は
採
算
が
と
れ

ま
せ
ん
。
隔
片
県
で
は
百
年
周

間
で
考
え
る
と
よ
う
や
く
採
算

が
八
目
う
程
度
で
す
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
国
内
の
森
林
を
け
｀
捨
て

て
放
置
し
た
の
で
は
、
国
土
は

屁
廃
し
、
木
材
産
業
の
発
展
は

望
め
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
自
分
た

ち
が
勉
強
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
。
そ
し
て
当
面
、
仲
間
を

三
ば
八
か
ら
に
江
百
人
を
目
標
に

増
や
し
た
い
」
と
張
り
切
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

が
知
ら
せ

●
親
子
ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
キ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
子
の
対
話

を
深
め
る
親
子
ス
キ
ー
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
日
2
月
2
日
出
～
3
日
剛
―

　

泊
2
日

会
場
奥
越
青
少
年
の
森
・
六
呂

　

師
ス
キ
ー
場

対
象
小
学
生
以
上
の
児
童
・
生

　

徒
と
そ
の
保
護
者

定
員
先
着
1
8
0
人

講
師
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認

　

指
導
員
・
青
少
年
の
森
職
員

会
費
―
人
3
、
0
0
0
円
（
傷
害

　

保
険
料
含
み
、
リ
フ
ト
は
別
）

ス
キ
ー
用
具
希
望
者
に
は
貸
与

日
程
2
日
午
後
3
時
3
0
分
開
講

　

式
↓
夕
食
↓
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー

　
　

・
3
日
午
前
7
時
朝
の
つ
ど
い

　

↓
朝
食
↓
ス
キ
ー
↓
昼
食
↓
閉

　

講
式
午
後
1
時
5
0
分
解
散

交
通
2
日
午
後
2
時
1
5
分
J
R

　

大
野
駅
前
発
、
3
日
午
後
1
時

　

5
0
分
青
少
年
の
森
発
の
送
迎
バ

　

ス
あ
り
。

申
込
方
法
1
月
1
3
日
問
ま
で
に

　

奥
越
青
少
年
の
森
（
豊
6
7
・
1
3

　

2
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
、
申
し

　

込
み
用
紙
着
後
、
1
月
1
9
日
出

　

ま
で
に
青
少
年
の
森
へ
提
出



越
美
北
線
開
業
3
0
周
年
を
祝
う

　

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
て
開
業
し
た
越
美
北
線
が
3
0
周
年
を
迎
え
、
1
2
月
1
5
日
、

主
要
駅
で
記
念
行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
越
前
大
野
駅
で
は
記
念
列
県
の
発
車

式
が
行
わ
れ
、
山
内
市
長
ら
五
人
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
た
後
、
保
育
園
児
の

ド
リ
ル
演
奏
に
送
ら
れ
九
頭
竜
湖
駅
に
向
け
て
出
発
。
車
内
で
は
ふ
る
ま
い
酒

や
写
真
展
、
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
市
民
ら
が
和
や
か
に
3
0
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

砂糖や子供服に

　　　　

人気集中

　

市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

主
催
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
、

産
業
文
化
展
示
館
で
オ
ー
プ
ン
。
家

庭
の
不
用
品
を
欲
し
い
人
に
安
価
（

新
品
で
も
半
額
以
下
、
最
高
5
、
0

0
0
円
）
で
提
供
す
る
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
3
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
今
回

で
8
回
目
。
衣
類
や
日
用
品
な
ど
4

0
0
点
が
出
品
さ
れ
、
お
目
当
て
の

品
を
買
い
込
む
主
婦
で
賑
わ
い
、
砂

糖
や
子
供
服
は
早
々
と
売
り
切
れ
ま

し
た
。

施設入所者を

　

パチンコに招待

　

日
ご
ろ
娯
楽
に
接
す
る
機
会
が
少

な
い
福
祉
施
設
の
入
所
者
に
、
パ
チ

ン
コ
の
だ
い
ご
味
を
と
、
市
内
中
野

の
パ
チ
ン
コ
店
が
休
日
を
利
用
し
て

　

「
謝
恩
パ
チ
ン
コ
大
会
」
を
開
催
。

社
長
が
「
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
後
、
競
技

開
始
。
招
待
さ
れ
た
の
は
「
大
野
荘
」

　

「
希
望
園
」
「
む
つ
み
園
」
の
三
施

設
。
参
加
者
ら
は
、
出
玉
の
良
さ
に

歓
声
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

できた／

150’hi；のジャンボ巻きずし

　

11月23日、五番商店街でジャンボま

つりが開かれ、長さ150にの巻きずし

が買い物客らの手で作られました。道

路中央に並んだ300人が笛の合図で一

斉にぐるり。米120≒、エノリ1000枚、

ショウガ10≒、カンピョウ20≒、卵焼

き10≒がジャンボずしに変身しました。

完成と同時に参加者から思わず「バン

ザイ」の声が湧き土がりました。

Jge・：：りEg“i・・・

猪島集落センターが完成

　

昨年8月から工事が進められていた

猪島区（15戸）の集落センターがこの

ほど竣工し、12月16日に落成式が行わ

れました。木造平屋建て（92．54平方

に）で、事業費は1，195万円。会議室

　

（21畳）、図書室、調理実習室が設け

られ、話し合いや研修会など交流の拠

点として活用されます。センター周辺

には公園や花壇も作られる予定です。

　js



囚｜回｜勿｜広｜ほ

正月用の

　

しめ縄作りに挑戦

　

市農協下庄婦人部主催のしめ縄作り

講習会が開かれ、主婦ら20人が各自わ

らを持ち寄って挑戦。生活指導員の説

明を受けたあと、しめ縄のしんとなる

わら束作りに取りかかりました。量感

がでるよう慎重により合わせ、長さ70

ドほどのしめ縄を作り上げ、最後にウ

ラジロとごへいを取り付けて完成。予

想以上の出来栄えに満足顔でした。

身近な話題をお知らせください。

ホテルで洋食の

　　

マナーを勉強

　

春日2丁目東区では、毎年教養講座

を開いています。今年は4回連続で、

「日常生活のマナー」がテーマ。12月

8日に開かれた「洋食のマナー」は、

勝山市内のホテルでの体験学習です。

スーツやドレスでめかしこんだ区民21ま

人が参加。チーフウェイターの指導を

受けながら慣れない手付きでフランス

料理のフルコースを体験していました。

歌
や
踊
り
に
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
健
在

　

1
2
月
4
日
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
と
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
共
催
に
よ
る
「
第
7

回
紅
白
対
抗
演
芸
大
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
各
地
区
か
ら
男
女
そ
れ
ぞ

れ
2
5
組
が
出
場
。
開
演
か
ら
大
広
間
は
満
員
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。
演
歌
や
民
謡

で
自
慢
の
喉
を
披
露
す
れ
ば
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
踊
り
で
対
抗
。
と
き
に
は
漫

才
や
漫
談
ま
で
飛
び
出
し
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

丸太造りの

　

電話ボックス

　

図
書
館
南
側
に
あ
る
緑
地
公
園
の

一
角
に
丸
太
造
り
の
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
の

景
観
に
1
わ
せ
、
足
羽
杉
で
趣
向
を

疑
ら
し
「
て
れ
丸
く
ん
」
と
名
付
け

ら
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、
「
虹
の

作
家
」
で
有
名
な
寥
帽
の
作
品
も
展

示
さ
れ
、
丸
太
の
温
も
り
が
感
じ
ら

れ
る
B
O
X
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
好

評
で
す
。
人
口
に
は
、
車
い
す
用
の

ス
ロ
ー
プ
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

母ちゃんも安心！

　

父ちゃんか料理を

　

「
母
ち
ゃ
ん
」
が
仕
事
や
急
用
、
病

気
な
ど
で
食
事
を
作
れ
な
い
と
き
の

た
め
に
「
父
ち
ゃ
ん
」
が
手
料
理
を
。

1
2
月
1
7
日
、
大
野
公
民
館
で
「
母
ち

ゃ
ん
孝
行
の
料
理
教
室
」
が
開
か
れ
、

1
6
人
の
受
講
者
が
エ
プ
ロ
ン
姿
も
り

り
し
く
3
種
類
の
料
理
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
包
丁
さ
ば
き
は
大
胆
で
し
た

が
、
味
付
け
の
さ
じ
加
減
は
、
慎
重

に
取
り
組
み
予
想
以
上
の
出
来
栄
え

に
自
信
を
深
め
て
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

1ザ月

…
2
0
歳
に
な
つ
た
ら

　

学
生
も
国
民
年
金
に

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

国
民
年
金
に
任
意
加
人
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
加
人
し
な
い
期
間
に

障
害
者
と
な
っ
た
場
八
［
、
障
害
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将

来
満
額
の
年
金
も
保
障
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
4
月
か
ら
、
2
0
歳
以
L
の

学
生
も
国
民
年
金
の
加
人
者
に
な

る
よ
う
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
で
4
月
に
2
0
歳
を
超
え
て

い
る
人
は
4
月
に
、
4
月
以
降
に

2
0
歳
に
な
る
人
は
そ
の
と
き
に
、

国
民
年
金
資
格
取
得
届
を
、
住
所

地
の
市
町
村
役
場
の
窓
］
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
負
担

能
力
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
八
‥

は
、
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

…
今
冬
の
除
雪
標
準
賃
金

　

1
1
、
6
0
0
円

　

今
冬
の
除
雪
標
準
貫
令
が
、
1

1
、
6
0
0
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
7
6
平
方
イ
（
約
2
3
坪
）
の
屋

恨
面
積
の
雪
下
ろ
し
を
標
準
に
決

め
て
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
3
0
0

円
ア
ッ
プ
で
す
。
求
人
条
件
は
、

原
則
と
し
て
昼
食
・
除
雪
用
旦
ハ
は

労
務
者
負
担
、
交
通
費
は
求
人
者

負
担
、
賃
金
は
当
日
払
い
で
す
。

事
前
に
よ
く
話
し
八
‥
つ
て
か
ら
頼

み
ま
し
ょ
う
職
業
安
定
所
へ
の

求
人
は
、
1
日
以
L
前
に
電
話
（
6
6

・
2
4
0
8
）
し
て
く
だ
さ
い
。

・
公
立
幼
稚
園
の

　

入
園
児
を
募
集

　

市
教
育
委
‥
貝
会
で
は
、
今
年
4

川
に
人
園
す
る
幼
碓
園
児
を
募
集

し
ま
す
。

入
園
資
格
市
内
に
住
居
が
あ
り

　

住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
幼

　

児
で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
入

　

学
1
年
前
の
も
の

定
員
小
山
6
0
人
・
乾
側
5
0
人
・
上

　

庄
而
人
・
阪
谷
7
0
人
・
富
田
8
0
人

申
込
期
間
1
月
1
6
日
～
3
1
日

申
込
方
法
市
教
育
委
‥
貝
会
（
市

　

役
所
内
）
学
校
教
育
課
ま
た
は

　

公
立
幼
碓
園
に
あ
る
入
園
願
書

　

2
部
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

　

L
、
人
園
希
望
幼
稚
園
へ
提
出

入
園
決
定
2
月
L
旬
に
入
園
許

　

可
証
を
申
込
者
に
送
付
（
定
員

　

を
超
え
た
場
合
に
、
お
断
り
す

　

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

問
合
せ
先
学
校
教
育
課
（
容
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
5
2
1
）

…
「
広
報
お
お
の
」
な
ど

　

出
身
者
に
送
り
ま
す

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
の
希
望
者
に
、
「
広
報
お
お
の
」

の
ほ
か
商
工
会
議
所
・
農
協
・
社

協
な
ど
が
発
行
す
る
広
報
紙
を
毎

月
無
料
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
フ
ふ
る
さ
と
情
報
定

期
便
」
と
し
て
、
大
野
市
出
身
者

に
無
料
で
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
お

届
け
す
る
一
方
、
ふ
る
さ
と
へ
の

提
言
も
お
願
い
す
る
も
の
で
す
、

毎
年
1
回
1
2
月
に
、
市
の
ア
ン
ヶ

I
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
の
み
ま
た
は
家
族
の
み
が
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
役
所
総
務
課
広
報
広

　

聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
4
0
）

…
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

　

無
料
で
貸
し
ま
す

　

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
宝
く
じ
事
業
の
助
成
を
受
け

て
視
聴
覚
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

学
校
や
社
会
教
育
の
場
で
利
用
す

る
場
合
、
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
購
入
し
た
の
は
、
O
H
P

液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
物
投
影
器
・

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
文
字
入
れ
編
集

器
各
1
台
と
交
通
安
全
教
育
や
童

話
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
3
5
本
で
す
。

液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
や
テ
レ
ビ
放
送
の
画
面
を
I
□

×
1
2
‥
い
の
画
面
に
拡
大
し
て
写
し

出
せ
ま
す
。

　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
開
館

時
間
は
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
が
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
6
時
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。
日
曜

日
・
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
（
図
書
館
内
容
6
5
・
5
5
0

0
）
へ
。

…
1
1
0
番
の
か
け
方

　

1
月
1
0
日
は
「
1
1
0
番
の
日
」

こ
の
機
会
に
1
1
0
番
の
か
け
方

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
1
1
0
番

は
。
ま
ず
県
警
本
部
の
通
信
指
令

室
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
大
野

警
察
署
へ
連
絡
が
入
り
ま
す
。

　

か
け
方
は
2
何
か
あ
っ
た
か
（
け

ん
か
、
交
通
事
故
な
ど
）
②
い
つ
、

ど
こ
で
（
発
生
時
間
・
場
所
、
目

標
物
な
ど
）
③
犯
人
の
手
が
か
り

（
人
相
・
着
物
・
人
数
な
ど
）
4

逃
げ
た
な
向
（
2
2
駅
・
通
り
、

東
西
南
北
の
方
向
な
ど
）
5
何
で

逃
げ
た
か
（
自
動
車
、
バ
イ
ク
な

ど
）
⑥
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
―
の
順
で
す
、
応
対
者

の
問
い
に
従
っ
て
は
っ
き
り
答
え

て
く
だ
さ
い
。

交通
安全

４
望

　

今
号
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
新

設
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
で
一
瞬
の
う
ち
に
大
け
が
を

し
た
り
、
命
さ
え
落
と
し
て
し
ま

う
の
が
交
通
事
故
で
す
。
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
具
体
的
な
事
故
例

か
ら
み
て
特
に
気
を
付
け
て
ほ
し

い
こ
と
や
、
季
節
ご
と
の
安
全
運

転
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

あ
な
た
は

　

飲
酒
運
転
し
て

　
　

い
ま
せ
ん
力
？

　

今
回
は
、
飲
酒
運
転
に
つ
い
て

一
言
。
あ
な
た
は
酒
を
飲
ん
で
運

転
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

酒
を
飲
む
と
「
判
断
力
」
注
意

力
」
「
思
考
力
」
と
も
に
低
下
し
ま

す
。
同
時
に
視
野
が
狭
ま
り
、
視

力
も
落
ち
、
動
作
も
鈍
く
な
り
ま

す
。
特
に
酒
を
飲
む
の
は
夜
が
多

い
で
す
が
、
平
常
時
で
も
夜
は
見

え
に
く
い
の
に
、
酒
を
飲
ん
で
い

れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

　

少
し
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
気

持
が
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族

や
他
人
ま
で
も
巻
き
添
え
に
し
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
ま
し
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市議会議員選挙

包月託〕圓告示・U圓投票

　

平成3年2月20日に任期満了と

なる市議会議員の選挙が、2月17

日⑨に行われます。定数は24人。

主な日程などは次のとおりで呪

今回の選挙から投票区と個人演説

会公営施設の一部を変更します。

告示平成3年2月10日面

投票平成3年2月17日⑧午前7

　

時～午後6時（第24投票所＝六

　

呂師小学校は午後5時、第25投

　

票所＝ふるさと自然の家は午後

　

4時に繰り上げ）

開票同日午後8時～大野有終会館

立候補届出告示日の午前8時30

　

分～午後5時、市役所大会議室

立候補予定者説明会1月21日⑥

　

午後1時30分～、大野有終会館

投票区・投票所の変更①篠座町

　

（行政区）は第7投票所＝有終南

　

小学校（従前・円徳寺）②春日野

　

（行政区）は第3投票所＝大野有

　

終会館（従前・円徳寺）③第6投

　

票所二聖和園（和光園が改築中

　

のため）にいずれも変更

個人演説会公営施設の変更市立

　

集会場など17施設を新たに指定

　

円徳寺など4こ寺院を除外

不在者投票指定病院広瀬病院を

　

新たに指定、入院患者の不在者

投票ができま栗

●
戸
籍
の
誤
字
●
俗
字
は

　

直
し
ま
す

　

戸
籍
は
、
日
本
人
の
身
分
関
係

を
登
録
・
公
証
す
る
公
文
書
で
す

が
、
中
に
は
氏
名
が
誤
字
・
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
従
来
も
申
し
出
が
あ
れ
ば

訂
正
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
3

年
1
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
戸

籍
を
作
る
と
き
に
は
、
市
が
自
動

的
に
正
し
い
字
に
直
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

市
が
正
し
い
字
に
直
す
場
合

①
従
来
の
戸
籍
が
誤
字
・
俗
字
で

　

記
械
さ
れ
て
い
る
場
〈
‥
で
、
次

　

の
よ
う
に
新
し
い
戸
籍
を
作
る

　

●
婚
姻
・
転
籍
な
ど

　

・
養
子
縁
組
な
ど
で
他
の
戸
籍

　
　

へ
入
籍
す
る
と
き

　

●
戸
籍
を
再
製
す
る
と
き

②
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
に
直

　

す
と
き
は
、
届
け
出
の
と
き
か

　

記
載
後
に
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
俗
字
の
う
ち
「
高
」
と
か
「
崎
」
な

ど
比
較
的
多
く
使
わ
れ
て
い
る

一
定
の
文
字
は
そ
の
ま
ま
で
直

し
ま
せ
ん
、

申
し
出
で
直
す
場
合

①
自
分
の
戸
籍
に
誤
字
や
俗
字
が

　

使
わ
れ
て
い
る
場
〈
‥
、
申
し
出

　

れ
ば
い
つ
で
も
正
し
い
字
に
直

　

せ
ま
す
。

②
氏
名
が
、
例
え
ば
「
逡
」
な
ど
旧

　

字
体
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め

　

不
便
を
感
し
て
い
る
場
八
‥
、
申

　

し
出
れ
ば
、
そ
の
字
体
に
対
応

　

す
る
新
字
体
「
辺
」
に
直
す
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
市
民

係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5

1
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
B
8
G
少
年
の
船

　

参
加
者
募
集

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

春
1
国
内
体
験
航
海
「
少
年
の
船
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
小
学
5
・
6
年
生
と
中
学

　

生
の
男
女

期
間
3
月
2
5
日
⑧
～
3
0
日
①
5

　

泊
6
日

日
程
2
5
日
正
午
大
阪
国
際
空
港

　

集
合
↓
（
航
空
機
）
↓
沖
縄
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
現
地
活
動
）
↓
（
フ

　

エ
リ
ー
・
船
内
研
修
）
↓
大
阪
南

　

港
解
散
3
0
日

参
加
費
3
8
、
O
O
O
円

募
集
人
員
1
2
0
人
の
う
ち
大

　

野
市
分
先
着
3
人

申
込
●
問
合
せ
先
市
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－

1
容
6
4
・
1
3
1
1
）

●
「
供
託
金
制
度
L
を

　

ご
存
じ
で
す
か

　

地
主
や
家
主
が
、
①
地
代
・
家

賃
（
特
料
）
を
受
け
取
っ
て
く
れ

な
い
②
行
方
不
明
の
た
め
支
払
え

な
い
③
死
亡
し
た
が
、
相
続
人
が

分
か
ら
な
い
の
で
支
払
え
な
い
。

こ
ん
な
と
き
、
供
託
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
代
や
家
持
を
支
払
っ

た
の
と
同
じ
効
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

供
託
制
度
は
、
平
成
3
年
1
月

1
日
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
、

供
託
に
つ
い
て
の
お
問
い
介
わ
せ

は
、
福
井
地
方
法
務
局
大
野
支
局

（
城
町
8
－
5
酋
6
6
・
2
2
4
9
）

へ
。

●
起
訴
さ
れ
な
い
事
件
へ
の

　

不
満
は
検
察
審
査
会
へ

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
の
は
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お

持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
審
査
会
は
、
選
挙

権
を
も
つ
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
H
人
の
審
在
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
福
井
検
察
審
を
会

事
務
局
（
a
0
7
7
6
・
9
9
・
5
0

0
0
）
は
福
井
地
方
裁
判
所
内
に

あ
り
ま
す
。

・
市
業
務
職
員
募
集

　

平
成
3
年
4
月
採
用
予
定
の
大

野
市
業
務
職
員
（
用
務
員
―
人
）

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
3
4
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
。
学
歴
、
免
許
、

　

性
別
不
問

試
験
1
月
2
0
日
⑧
午
前
9
時
か

　

ら
大
野
市
役
所
で
、
①
公
務
員

　

と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
に
関

　

す
る
筆
記
試
験
（
択
一
式
）
②
文

　

章
に
よ
る
表
現
力
等
を
み
る
作

　

文
試
験
③
人
柄
・
適
性
等
を
み

　

る
面
接
試
験
を
実
施

受
付
期
間
1
月
4
日
⑨
～
1
1
日

　

②
の
執
務
時
間
内

申
込
用
紙
の
請
求
・
問
合
せ
先

　

大
野
市
役
所
総
務
課
人
事
係

　
　

（
暑
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1
1
1

　

酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
2
3
）

　

郵
便
で
の
請
求
は
、
封
筒
の
表

　

に
「
業
務
職
員
採
用
試
験
申
込

　

用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
郵
便

　

番
号
・
あ
て
先
を
書
き
6
2
円
切

　

手
を
貼
っ
た
封
筒
を
同
封

・
年
始
の
市
の
業
務

　

3
日
④
ま
で
休
業
、
4
日
②
か

ら
平
常
ど
お
り
で
す
、
出
生
届
、

死
亡
届
な
ど
は
、
休
業
中
も
当
直

室
で
受
け
付
け
ま
す
。



’
）
0
＊
≫
＊
J
散ま

童
坦
落
合

　

落
〈
‥
の
地
・
5
C
の
山
来
は
、
集
落
が
金
山
川

と
湯
の
谷
川
の
落
ち
八
目
う
所
に
で
き
た
か
ら

と
い
う
説
と
、
織
田
・
朝
介
の
両
雄
が
こ
こ

に
落
ち
人
‐
つ
て
幟
っ
た
か
ら
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
、
川
の
八
‥
流
地
点
か
ら
下
流
を
旅
塚
川

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
地
緋

は
小
久
保
と
い
い
、
太
同
時
代
の
占
屋
敷
が

多
く
あ
っ
た
そ
う
で
す
、
I

　

伏
石
か
ら
堂
嶋
、
金
山
へ
行
く
と
き
、
落

合
を
通
り
ま
す
が
、
集
落
に
さ
し
か
か
る
た

側
の
畑
に
疵
落
し
岩
が
あ
り
ま
す
、
岩
に
穴

が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
水
を
つ
け
る
と
疵
が
と

れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
同
じ
よ
う
な

岩
は
兼
六
公
園
に
も
あ
る
そ
う
で
す
、
別
名

射
だ
れ
岩
と
も
い
い
、
こ
の
穴
か
ら
乙
姫
が

出
人
り
し
、
屯
宮
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
、
二
十
年
前
に
国
学
院
人
学

山
費
し
郎
教
授
が
調
査
に
末
ら
れ
ま
し
た

　

活
水
正
純
区
長
宅
は
、
μ
だ
衛
門
あ
る
い

は
μ
Ξ
と
い
わ
れ
る
旧
家
で
、
昭
和
ニ
ト
じ

年
に
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
前
の
旧
住
宅
は
、

時
差
姓
築
の
元
祖
と
い
わ
れ
、
人
日
に
は
大

変
珍
し
い
爺
柱
が
あ
り
ま
し
た
、
余
り
の
太

き
に
。
家
族
は
め
ん
ど
う
柱
と
呼
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
約
三
石
年
前
の
建
物
た
っ
た
よ

う
で
す
、
I
区
長
宅
の
下
f
に
は
、
落
八
‐
遺
跡

が
あ
り
、
出
土
品
の
一
部
は
歴
史
民
俗
資
料

館
に
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

落
八
‐
は
、
八
戸
か
ら
な
る
小
さ
な
集
落
で

す
。
村
の
自
慢
は
、
今
ま
で
火
災
が
な
か
っ

た
こ
と
と
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
、

区
長
と
親
戚
の
清
水
μ
光
さ
ん
宅
に
は
、
大

明
三
年
（
一
じ
八
三
）
の
漢
和
辞
書
「
大
廣

益
介
玉
陥
大
成
巻
j
」
や
各
藩
主
家
紋
渠
が

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
T
）

市民のうごき

12月1日現在 前月比

世帯数 11．294世帯 －3世帯

42，285人 －22入

入日 男 20，264入 －17入

反 22，021入 －5入

11月中の異動
転入 52入 出生 30人

転出 65入 死亡 39人

市内の交通事故状況（年頭からの計）

件数内訳 ゛ド成2年　I1月末｀ド成元年11月末増滅

総件数 376件 368件 ＋8件

人
身

事
故

件数 158件 169件 一田牛

死者 2人 5人 一3入

優者 203人 242人 －39人

物損事故 218件 199件 ＋19件

表
紙
の
こ
と
ば

　

澄
み
切
っ
た
青
空
の
も
と
。

一
面
の
銀
世
界
を
見
お
ろ
し
な

が
ら
飛
ぶ
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
。

六
呂
師
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
は
「
冬
の
大
野
盆

地
は
眺
め
も
最
高
」
と
晴
れ
間

を
み
て
、
六
呂
師
ス
牛
1
場
の

三
角
山
か
ら
フ
ラ
イ
ト
し
て
い

ま
す
。
（
写
真
は
、
広
報
前
任

者
の
清
水
清
隆
さ
ん
が
撮
影
）

編
集
後
記

　

一
月
号
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
が

一
部
変
わ
り
、
毎
月
1
6
ペ
ー
ジ

と
な
り
ま
す
。
「
暮
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ス
」
は
I
ペ
ー
ジ
に
。

　

「
話
題
の
広
場
」
も
二
ペ
ー
ジ

に
増
え
ま
し
た
。
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
は
定
例
相
談
を
ヵ
所
に

ま
と
め
、
閉
じ
穴
も
付
い
て
保

存
も
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

IR．見鶏

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
一
角
で
、
占
い

師
に
声
を
掛
け
ら
れ
手

相
を
昆
ら
れ
て
「
今
年

は
大
病
を
し
ま
す
、
お

金
を
紛
失
し
ま
す
。
人

に
だ
ま
さ
れ
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
の
は
去
年
の

松
の
内
の
こ
と
だ
っ
た
？
正
川
早
々
、
嫌
な
気

分
に
な
っ
た
が
財
布
は
紛
失
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
風
邪
や
足
の
む
く
み
に
も
神
経
質
な
ほ

ど
医
療
に
頼
っ
た
し
か
し
、
「
人
に
だ
ま
さ
れ

る
」
の
件
に
つ
い
て
は
防
ぎ
よ
う
が
な
く
「
人

を
だ
ま
す
よ
り
、
だ
ま
さ
れ
る
方
が
ま
し
だ
」

と
た
か
を
く
く
っ
て
一
年
が
過
ぎ
た
▼
振
り
返

っ
て
み
る
と
持
病
の
足
の
痛
み
は
ま
あ
ま
あ
で

人
に
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
無
1
に
過
ぎ
、

占
い
が
的
中
し
な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
？
近
ご
ろ
は
占
い
の
任
類
も
ふ
え
、
四
柱
推
命

学
や
姓
名
学
な
ど
に
加
え
て
、
ヤ
ン
グ
を
中
心

に
星
占
い
、
五
円
に
占
い
、
ト
ラ
ン
プ
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
占
い
な
ど
が
盛
ん
に
な
リ
コ
ッ
ク
リ

さ
ん
も
小
中
学
生
の
人
気
を
呼
ん
だ
。
深
刻
な

悩
み
を
抱
え
た
人
た
ち
が
占
い
師
の
門
を
叩
い
た

の
は
過
去
の
事
で
、
平
成
時
代
の
ヤ
ン
グ
に
と

っ
て
は
一
任
の
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
化
し
て
い
て
深
刻
さ
が
な
い
の
は
一
つ
の
救

い
で
あ
ろ
う
？
初
も
う
で
に
は
神
社
の
お
み
く
ヒ

を
引
く
人
も
多
い
、
凶
で
あ
れ
ば
充
電
の
年
、

吉
で
あ
れ
ば
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
。
い
ず
れ
に

し
て
も
こ
の
世
の
中
の
出
来
事
は
原
囚
あ
っ
て

の
結
果
。
人
を
尊
敬
し
、
愛
し
、
性
格
の
不
一

致
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
屯
服
す
る
努

力
が
、
「
災
い
を
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
か
？

平
和
ぼ
け
の
私
た
ち
に
は
、
か
み
し
め
た
い
言

葉
で
あ
る
、
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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